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避
誰
に
よ
る
唐
代
類
書
の
部
立
て
改
変
に
つ
い
て

『
藝
文
類
聚
』
に
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る
「
改
字
」
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に

大

渕

貴
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一
　
類
書
と
避
講

　
避
誹
と
は
、
「
表
記
上
、
今
上
の
君
主
、
あ
る
い
は
尊
ぶ
べ
き
対
象
の
名
を
そ
の
ま
ま
書
き
記
す
こ
と
を
得
ず
、
必
ず
他
の
方
法
で
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　

て
こ
れ
を
避
け
る
こ
と
」
を
言
い
、
清
代
ま
で
の
文
献
に
お
い
て
踏
襲
さ
れ
た
表
記
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
基
本
的
に
事
実
の
記
録
を
旨
と

す
る
歴
代
の
正
史
に
お
い
て
も
励
行
さ
れ
、
為
に
有
り
も
し
な
い
人
名
、
地
名
が
多
数
記
録
さ
れ
る
に
至
っ
た
程
で
あ
り
、
爆
睡
上
及
び

法
制
上
、
い
か
に
重
要
な
行
為
で
あ
っ
た
か
が
窺
い
知
れ
る
。

　
毒
手
の
具
体
的
な
方
法
に
は
主
に
次
の
三
つ
が
有
る
。
（
1
）
避
附
す
べ
き
文
字
を
別
字
に
改
め
る
「
改
字
」
、
（
2
）
当
該
文
字
を
書

か
ず
に
字
間
を
詰
め
る
か
、
あ
る
い
は
空
格
を
残
す
「
空
字
」
、
そ
し
て
（
3
）
文
字
の
点
画
を
省
く
「
鋏
筆
」
で
あ
る
。
こ
の
三
者
の

う
ち
鉄
筆
に
つ
い
て
は
、
唐
の
三
代
皇
帝
高
曇
の
初
年
、
顕
慶
年
間
（
六
五
六
⊥
ハ
六
〇
）
に
始
ま
る
こ
と
が
従
来
の
避
誰
学
に
よ
っ
て
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ね

ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
は
改
字
が
避
諜
の
常
用
手
段
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
般
に
工
具
書
と
し
て
用
い
ら
れ
る
類
書
は
、
そ
の
多
く
が
事
物
を
一
つ
一
つ
の
個
別
・
具
体
的
な
概
念
、
す
な
わ
ち

「
類
」
に
分
け
て
部
立
て
を
構
成
し
、
そ
の
各
部
立
て
に
該
当
す
る
文
献
を
採
録
す
る
構
造
を
持
つ
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
避
諦
の
主
要
手

段
と
さ
れ
た
改
字
を
考
え
た
時
、
一
つ
の
問
題
に
行
き
当
た
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
字
は
通
常
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
意
味
を
有
す
る
た
め
、
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あ
る
部
立
て
を
示
す
べ
き
文
字
が
諜
に
触
れ
る
こ
と
を
理
由
に
別
事
へ
改
め
ら
れ
る
と
、
改
変
前
後
の
文
字
が
同
義
で
な
い
限
り
は
、
当

初
予
定
さ
れ
た
部
立
て
が
設
定
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
唐
代
に
は
高
祖
李
淵
の
諜
「
淵
」
を
避
け
て
「
泉
」
に
作
る
例
が
知
ら
れ
る
が
、
類
書
の
水
に
関
す
る
部
立
て
を
構
成
し
よ

う
と
す
る
際
、
「
淵
」
の
項
目
を
立
て
る
の
に
諦
を
避
け
て
字
を
「
泉
」
に
改
め
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
「
泉
」
の
部
立
て
と
し
て
存

在
す
る
こ
と
に
な
り
、
決
し
て
「
製
し
の
部
立
て
と
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
類
書
の
構
造
的
特
性
の
故
に
、
そ
の
編
纂
に
お
い
て
は
避
け

て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
類
書
は
後
世
の
我
々
に
と
っ
て
工
具
書
と
し
て
身
近
で
、
時
に
は
必
須
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
自
体
が
研
究
の
対
象
に
据
え
ら

れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
右
に
提
示
し
た
部
立
て
と
い
う
類
書
の
基
本
構
造
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
も
、
避
諌
学
に
お
け
る

研
究
を
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
綿
密
な
検
討
は
皆
無
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

　
本
稿
は
、
唐
代
類
書
の
代
表
格
で
あ
る
『
要
文
類
聚
』
を
例
に
、
避
諦
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
部
立
て
構
成
上
の
問
題
を
編
纂
者
が

如
何
に
処
理
し
た
の
か
、
そ
の
具
体
的
編
纂
の
様
態
と
問
題
点
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
野
里
類
聚
』
を
始
め
と
し

た
唐
代
類
書
の
部
立
て
構
成
に
施
さ
れ
た
避
誰
の
処
理
が
、
後
世
の
類
書
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
も
言
及
し
た
い
。

一2～

　
　
　
　
　
　
二
　
開
藝
文
類
聚
』
採
録
文
献
に
見
え
る
避
講

　
唐
建
国
七
年
目
の
武
徳
七
年
（
六
一
西
）
、
初
代
皇
帝
李
淵
の
勅
命
に
よ
り
『
壁
貫
類
聚
』
が
撰
せ
ら
れ
た
。
建
国
後
も
な
お
割
拠
す
る

群
雄
を
平
定
し
、
よ
う
や
く
武
力
に
よ
る
創
業
か
ら
文
治
に
よ
る
守
成
へ
と
政
策
を
転
換
し
た
時
期
に
な
さ
れ
た
初
の
国
家
的
編
纂
事
業

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
『
藝
文
類
聚
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
目
下
、
南
宋
紹
興
年
間
（
＋
二
世
紀
中
葉
）
漸
江
三
州
地
区
刊
本
を
底
本

　
　
　
　
　
　
　
ハ
な
　

と
し
た
圧
紹
檀
校
本
が
通
行
し
て
お
り
、
本
稿
も
こ
れ
を
用
い
る
。

　
『
藝
文
類
聚
』
に
お
け
る
避
誰
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
圧
覚
檀
校
本
の
「
校
序
」
に
、
宋
版
刊
刻
時
の
宋
諜
に
か
か
る
鉄
筆



に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
る
の
み
で
、
該
書
編
纂
時
の
唐
諌
に
つ
い
て
言
及
す
る
論
著
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
。
唯
一
、
勝
村
哲
也
氏

が
「
一
般
に
、
あ
る
典
籍
の
編
纂
年
代
を
調
べ
る
と
き
、
文
献
学
者
は
よ
く
誰
字
を
問
題
に
す
る
。
し
か
し
、
類
書
の
よ
う
に
、
古
典
の

抄
録
集
で
あ
る
上
に
、
書
承
関
係
が
複
雑
な
典
籍
の
場
合
は
、
こ
れ
が
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
か
ど
う
か
疑
問
な
こ
と
が
多
い
。
戯
文
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

聚
は
唐
の
開
国
初
年
に
高
祖
李
淵
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
。
従
っ
て
「
淵
」
は
諜
字
の
は
ず
で
あ
る
が
、
巻
九
水
部
下
池
類
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヨ

梁
武
芸
首
夏
乏
天
池
詩
日
、
薄
遊
星
明
節
、
乏
漂
天
淵
池
…
…
と
み
え
る
。
」
と
、
『
露
文
類
聚
』
を
例
に
、
類
書
が
先
行
す
る
文
献
を
採

録
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
愈
愈
が
厳
密
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
と
述
べ
ら
れ
た
の
み
で
あ
り
、
こ
の
言
及
に
も
見
え

る
よ
う
に
、
従
来
『
藝
文
類
聚
』
編
纂
に
お
い
て
愈
愈
に
特
別
の
意
図
が
用
い
ら
れ
た
と
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
「
淵
」
字
に

限
っ
て
見
て
も
、
『
藝
文
類
聚
』
に
は
三
十
五
例
の
多
き
を
数
え
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
現
在
通
行
す
る
『
藝
文
類
聚
』
の
テ
キ
ス
ト
は
あ
く
ま
で
宋
版
の
そ
れ
で
あ
り
、
言
わ
ば
宋

代
出
版
の
フ
ィ
ル
タ
ー
越
し
に
し
か
『
藝
文
類
聚
』
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
右
の
勝
村
氏
が
引
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぬ

「
梁
帯
芯
詩
」
に
つ
い
て
も
、
編
纂
当
時
に
は
別
霜
に
改
め
ら
れ
て
い
た
「
黒
し
が
、
継
代
出
版
時
の
校
訂
を
経
て
追
改
さ
れ
た
可
能
性

が
大
き
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
趙
宋
・
周
結
合
撰
『
景
定
建
康
志
』
巻
十
九
、
山
川
志
に
は
「
天
泉
池
、
（
劉
）
宋
元
嘉
二
十
三
年
繋
。

一
名
天
京
島
。
」
と
あ
り
、
梁
・
掌
篇
撰
『
霊
鳥
』
に
も
確
認
で
き
る
唐
以
前
の
呼
称
「
天
位
池
」
を
、
ま
ず
「
天
泉
池
」
と
記
し
、
別

名
と
し
て
「
天
淵
池
」
を
挙
げ
る
と
こ
ろ
に
、
高
郷
に
は
「
天
淵
池
」
が
「
天
泉
池
」
と
呼
び
習
わ
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
と
、
宋

人
に
対
す
る
唐
三
百
年
間
の
避
寒
の
影
響
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
王
応
撃
壌
『
玉
海
』
巻
一
七
一
に
は
、
「
豊
年
総
有
『
首

夏
乏
天
淵
池
詩
』
。
」
と
あ
り
、
先
に
見
た
『
主
文
類
聚
』
に
引
く
詩
題
が
、
「
首
夏
本
天
弔
詩
」
と
作
る
の
も
、
実
は
、
梁
武
並
の
原
詩

題
が
「
首
夏
乏
童
謡
池
詩
」
で
あ
っ
た
も
の
を
、
『
藝
文
類
聚
』
に
収
録
す
る
際
、
「
淵
」
字
を
故
意
に
落
と
し
た
（
空
字
に
よ
る
避
諌
）
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
際
、
詩
題
は
詩
の
本
文
、
す
な
わ
ち
韻
文
箇
所
と
異
な
り
、
一
句
を
構
成
す
る
文
字
数
と
い
う
音
律
上
の
制

約
を
受
け
な
い
こ
と
が
、
か
か
る
処
理
を
可
能
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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更
に
『
藝
文
類
聚
』
が
先
行
文
献
を
採
録
す
る
に
当
た
っ
て
確
か
に
避
諦
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
を
、
現
行
の
テ
キ
ス
ト
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
『
繁
文
類
聚
』
編
纂
の
武
徳
期
に
避
読
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
時
の
皇
帝
李
淵
、
皇
太
子
李
建
成
、
及
び

　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

太
廟
に
祀
ら
れ
た
献
祖
李
煕
、
諮
祖
事
業
錫
、
太
祖
吉
書
、
世
祖
李
晒
の
六
者
で
あ
る
。
皇
太
子
建
成
、
堕
落
天
錫
に
つ
い
て
は
、
「
二

名
不
偏
諦
（
二
名
は
偏
諌
せ
ず
）
」
（
『
礼
記
』
曲
礼
）
の
原
則
に
よ
っ
て
、
各
々
名
の
二
字
が
連
続
す
る
場
合
に
限
っ
て
避
諌
の
対
象
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
ソ

る
。
以
下
、
筆
者
が
『
論
文
類
聚
』
の
テ
キ
ス
ト
中
に
見
出
し
た
唐
諦
の
避
諦
二
十
二
例
中
か
ら
六
例
を
列
挙
す
る
（
※
は
筆
者
の
コ
メ
ン

ト
で
あ
る
。
以
下
同
じ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
①
漢
・
揚
雄
、
劇
秦
野
新
日
、
…
…
炎
光
翠
蓋
、
盈
塞
天
龍
之
間
…
…
。
（
『
藝
文
類
聚
』
巻
＋
、
符
命
部
、
叢
叢
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
炎
光
宿
罪
、
盈
塞
天
網
之
問
…
…
。
（
『
文
選
』
巻
四
八
、
楊
雄
「
劇
秦
美
新
」
）

　
　
　
※
李
淵
の
「
淵
」
を
避
け
、
「
泉
」
に
改
め
る
。
音
、
義
の
近
似
に
よ
る
代
字
で
あ
り
、
唐
代
に
お
け
る
改
「
淵
」
字
の
通
例
。

　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
　
　
　
明
版
『
藝
文
類
聚
』
は
、
「
淵
」
に
追
改
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
②
論
語
日
、
顔
合
季
路
侍
。
…
・
－
顔
西
日
、
願
無
心
善
、
無
施
労
…
…
。
（
『
藝
文
高
島
巻
二
六
、
人
部
、
言
志
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
顔
淵
季
路
侍
。
…
…
顔
淵
日
、
願
無
心
善
、
無
施
労
…
…
。
（
『
論
語
』
公
冶
長
篇
）

　
　
　
※
「
淵
」
を
避
け
る
た
め
「
顔
淵
（
顔
國
、
長
子
淵
）
」
を
、
名
を
用
い
て
「
顔
回
」
に
改
め
る
。
同
様
に
、
『
藝
文
類
聚
』
に
お
い

　
　
　
　
て
「
陶
淵
明
」
は
全
て
「
陶
潜
」
と
表
記
さ
れ
る
。

　
　
③
謝
承
後
漢
書
日
、
零
腫
遷
魏
郡
太
守
、
人
歌
之
日
、
我
有
枳
棘
…
…
。
（
『
藝
文
類
言
立
＋
九
、
人
部
、
謳
謡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
華
嬌
後
漢
書
日
、
零
煕
為
東
郡
太
守
、
…
…
人
歌
之
日
、
我
身
枳
棘
…
…
。
（
『
太
平
御
覧
』
巻
二
六
〇
、
職
官
部
、
良
太
守
）

　
　
　
※
献
祖
の
誹
「
煕
」
を
避
け
、
「
腫
」
に
作
る
。
「
煕
」
の
音
は
『
広
韻
』
に
よ
れ
ば
上
平
声
望
脂
韻
、
露
悪
切
。
「
脛
」
は
上
平

　
　
　
　
声
七
之
韻
、
許
其
切
。
脂
・
之
韻
は
同
用
で
あ
り
、
近
似
音
に
よ
る
代
字
。
同
様
の
故
事
は
、
琴
煕
の
名
で
『
冊
府
元
亀
』

　
　
　
　
（
巻
六
八
一
、
牧
守
部
、
謡
頒
）
等
に
も
見
え
る
。
な
お
明
版
『
韻
文
類
聚
』
は
、
「
煕
」
に
追
改
す
る
。
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へ

　
　
④
摯
虞
、
決
疑
要
注
日
、
…
…
武
貨
施
頭
、
文
衣
繍
尾
。
（
『
羅
文
類
聚
』
唐
墨
、
礼
部
、
朝
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
塾
｝
虞
、
決
疑
要
注
日
、
：
・
…
虎
責
旋
頭
、
文
墨
繍
尾
。
（
『
太
平
御
覧
』
雨
漏
三
八
、
礼
儀
部
、
朝
聰
）

　
　
　
※
太
祖
の
諦
「
高
し
を
避
け
、
「
武
」
に
作
る
。
音
の
近
似
（
「
退
し
は
上
声
十
姥
韻
、
呼
古
切
。
「
武
」
は
上
声
九
鷹
韻
、
文
甫

　
　
　
　
切
。
姥
・
慶
韻
同
用
）
に
よ
る
改
字
。
樋
代
に
お
け
る
改
「
虎
」
字
の
通
例
。

　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
⑤
虎
丘
山
銘
日
、
晋
司
愛
東
亭
献
公
王
臣
撰
云
、
武
丘
山
先
名
書
華
甲
。
（
『
下
文
類
聚
』
巻
八
、
山
部
、
虎
精
管
）

　
　
　
※
部
立
て
の
名
（
「
素
志
山
」
）
、
及
び
採
録
文
献
の
題
名
（
麗
黒
山
銘
」
）
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
来
「
虎
落
山
」
で
あ
る
べ
き
。

　
　
⑥
晋
・
陸
機
、
文
賦
臼
、
…
…
燭
若
褥
繍
、
棲
若
湯
絃
…
…
。
（
『
丁
丁
類
聚
』
巻
五
六
、
雑
文
部
、
賦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
：
・
晒
謡
本
繍
…
、
棲
嚢
中
鮒
絃
：
：
：
。
（
『
文
選
』
巻
十
七
、
陸
機
「
睡
蓮
」
）

　
　
　
※
世
祖
の
諜
「
柄
」
を
避
け
、
「
燗
」
に
作
る
。
両
者
と
も
に
「
あ
ざ
や
か
」
の
意
味
で
あ
り
、
意
味
の
近
似
に
よ
る
改
暦
。

　
右
の
例
に
よ
っ
て
、
『
雷
文
類
聚
』
編
纂
時
に
、
採
録
文
献
に
避
誰
の
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
従
来
の
、
抄
録

書
ゆ
え
に
避
誹
に
注
意
が
払
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
は
、
変
更
を
迫
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
『
藝
文
類
聚
』
は
、
勅
命
を
奉
じ
て
の
国
家
的
編
纂
事
業
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
個
人
的
な
選
録
に
よ
る
抄
出
書
な
ど
で
は

な
い
。
ま
し
て
、
国
家
が
定
ま
っ
て
問
も
な
い
こ
ろ
の
事
で
あ
る
。
唐
朝
に
お
い
て
新
た
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
位
を
得
た
ば
か
り
の
編
纂
従

事
者
に
と
っ
て
も
、
自
ら
の
言
動
に
過
剰
な
注
意
を
払
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
帝
室
の
諦
を
犯
す
と
い
う
、
礼
制
及
び
法
制
上
の
基
本
的

禁
忌
を
安
易
に
破
る
こ
と
は
無
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
「
淵
」
字
を
始
め
、
薬
室
の
諜
を
多
数
検
出
す
る
『
藝
文
類
聚
』

を
目
の
前
に
し
て
、
今
日
の
我
々
は
や
や
も
す
る
と
誤
っ
た
認
識
を
抱
き
が
ち
で
は
あ
る
が
、
現
在
目
に
で
き
る
テ
キ
ス
ト
が
宋
代
に
行

わ
れ
た
校
訂
、
出
版
を
経
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
右
に
指
摘
し
た
唐
墨
の
避
誰
該
当
箇
所
は
、
実

は
宋
版
刊
刻
時
に
お
け
る
追
改
に
漏
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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三
　
部
立
て
構
成
の
中
の
避
講

　
類
書
編
纂
作
業
の
大
部
分
は
、
先
行
す
る
類
書
を
始
め
と
し
た
諸
典
籍
に
基
、
、
つ
く
文
献
の
選
出
と
、
そ
の
筆
写
と
に
費
や
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
当
然
こ
れ
に
先
立
つ
重
要
な
工
程
と
し
て
、
い
か
な
る
部
立
て
を
設
け
る
か
と
い
う
、
部
立
て
構
成
の
検
討
が
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
全
て
が
引
用
か
ら
成
り
立
つ
類
書
に
お
い
て
、
編
纂
者
が
独
自
に
組
み
立
て
る
一
連
の
部
立
て
こ
そ
は
、
唯
一
引
用

で
は
な
い
、
各
類
書
に
固
有
の
「
創
作
箇
所
」
と
も
言
え
る
。
『
政
論
類
聚
』
編
纂
時
の
文
献
採
録
に
あ
た
っ
て
、
実
は
避
誰
に
注
意
が

払
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
節
に
示
し
た
曇
り
で
あ
る
。
な
ら
ば
固
有
の
「
創
作
箇
所
」
と
で
も
言
う
べ
き
部
立
て
に
は
、
文
献
の
引
用
部

分
と
同
様
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
紫
雲
に
対
す
る
慎
重
な
配
慮
が
為
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
先
に
『
電
文
類
聚
』

編
纂
当
時
の
避
誰
対
象
者
を
確
認
し
た
が
、
そ
の
う
ち
高
祖
の
誰
「
淵
」
と
太
祖
の
諜
「
虎
」
と
の
両
説
は
、
共
に
類
書
の
部
立
て
表
示

に
も
使
用
可
能
な
一
般
名
詞
と
し
て
機
能
す
る
文
字
で
あ
る
。
こ
の
二
字
に
関
し
て
、
部
立
て
構
成
に
如
何
な
る
対
処
、
工
夫
が
な
さ
れ

た
か
以
下
に
見
て
い
き
た
い
。

　
高
祖
の
諜
、
「
淵
」
字
に
つ
い
て
は
、
『
説
文
置
字
』
細
部
に
「
淵
、
回
水
取
。
」
と
あ
り
、
滞
留
す
る
水
を
言
う
。
三
国
魏
・
李
耳
遠

「
運
命
論
」
（
『
文
選
愚
巻
五
三
）
に
は
「
通
之
斯
為
川
焉
、
塞
之
斯
皇
儲
焉
。
（
之
を
通
ず
れ
ば
謬
れ
川
と
為
り
、
之
を
塞
げ
ば
斯
れ
淵
と
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

る
。
ご
と
有
り
、
梁
・
周
興
嗣
『
千
字
文
』
に
「
川
流
不
息
、
淵
澄
取
映
。
（
川
は
流
れ
て
息
ま
ず
、
淵
は
澄
み
て
映
を
取
る
。
ご
と
言

う
よ
う
に
、
「
淵
」
は
、
流
れ
る
川
に
対
す
る
も
の
と
し
て
、
水
に
関
す
る
部
立
て
に
属
し
て
よ
い
事
象
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
『
藝
文
類
聚
』
巻
八
・
九
、
水
部
の
部
立
て
に
は
、

　
　
1
総
載
水
2
海
水
3
河
水
4
江
水
5
涯
水
6
漢
水
7
着
水
　
　
　
（
以
上
巻
八
）

　
　
8
堅
9
四
陵
1
0
濤
！
！
泉
1
2
湖
！
3
破
1
4
池
1
5
難
1
6
谷
1
7
澗
1
8
浦
1
9
渠
2
0
井
2
1
泳
2
2
津
2
3
橋
　
　
（
以
上
巻
九
）

右
に
見
る
通
り
、
「
淵
」
の
部
立
て
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
『
延
文
類
聚
』
採
録
の
文
献
同
様
、
別
字
へ
の
改
変
に
よ
る

避
誰
を
免
れ
な
か
っ
た
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
当
然
の
結
果
と
も
言
え
る
。
前
節
に
挙
げ
た
唐
諜
の
避
諌
箇
所
①
に
お
い
て
、
「
淵
」
を
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「
泉
」
に
改
め
る
例
が
確
認
で
き
た
が
、
高
祖
の
「
淵
」
を
避
け
る
苗
字
例
と
し
て
は
、
他
に
「
水
」
、
「
川
」
、
「
海
」
等
の
続
字
を
用
い

る
こ
と
が
、
従
来
の
避
誰
学
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
類
書
以
外
の
文
献
に
お
け
る
避
諌
と
同
様
の
方
法
で

部
立
て
と
し
て
の
「
淵
」
を
、
「
泉
」
や
「
水
」
、
「
川
」
、
「
海
」
等
に
改
め
れ
ば
、
「
淵
」
と
し
て
の
概
念
を
指
示
で
き
な
い
ば
か
り
か
、

右
の
水
亭
の
部
立
て
中
、
2
「
海
水
」
や
1
1
「
泉
」
と
い
っ
た
、
『
羅
文
類
聚
』
内
に
も
と
か
ら
存
在
す
る
他
の
類
目
に
干
渉
す
る
こ
と

に
も
な
る
。
こ
の
技
術
的
困
難
に
対
し
、
編
纂
者
は
部
立
て
設
定
を
見
送
る
は
か
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
「
淵
」
の
部
の
不
成
立
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
「
淵
」
が
水
の
部
と
し
て
一
項
陰
を
立
て
る
に
値
す
る
概
念
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
「
淵
」
の
部
立
て
を
有
す
る
宋
の
勅
撰
類
書
『
太
平
御
覧
』
は
、
そ
の
総
巻
数
一
千
巻
と
『
異
文
類

聚
』
の
十
倍
に
及
び
、
水
関
連
の
部
立
て
に
し
て
も
、
よ
り
細
密
に
仕
分
け
ら
れ
て
い
る
た
め
安
易
な
比
較
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
次

に
挙
げ
る
宋
代
の
私
撰
類
書
、
謝
維
新
『
吉
今
合
壁
事
類
備
要
』
前
集
、
六
九
巻
（
宝
祐
五
年
［
＝
一
五
七
］
）
は
、
水
に
関
す
る
部
立
て
の

規
模
に
お
い
て
『
藝
文
類
聚
』
に
近
く
、
部
立
て
ご
と
に
故
事
と
詩
賦
を
収
め
る
体
裁
も
同
じ
で
あ
り
、
詩
文
創
作
の
参
考
書
、
典
故
語

彙
検
索
書
と
し
て
の
用
途
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
点
か
ら
、
数
多
く
の
類
書
の
内
で
も
比
較
に
堪
え
る
書
と
言
え
よ
う
。

そ
の
「
地
理
門
」
は
、

　
　
1
水
2
江
3
河
4
涯
5
済
6
洛
7
潤
8
浬
9
漢
1
0
酒
　
　
　
　
（
『
古
今
合
壁
縷
言
備
要
』
阿
蘇
、
地
理
門
）

　
　
1
1
川
1
2
沢
1
3
湖
1
4
海
1
5
潮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
古
今
合
壁
事
類
備
要
』
巻
八
、
地
理
門
）

　
　
1
6
渓
麗
1
8
泉
1
9
湯
泉
2
0
池
2
1
阪
2
2
塘
2
3
堰
壊
2
4
渠
　
　
　
　
　
（
『
古
今
合
壁
事
類
備
要
』
巻
九
、
地
理
門
）

の
ご
と
く
分
類
さ
れ
て
お
り
、
「
淵
」
が
水
に
関
す
る
概
念
、
部
立
て
と
し
て
一
定
の
地
位
を
得
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
『
藝
文
類
聚
』
に
存
在
し
て
も
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
「
淵
」
の
部
立
て
が
、
や
は
り
避
譲
の
都
合
に
よ
っ
て
そ
の
設
定

を
見
送
ら
れ
た
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
規
模
の
相
違
ゆ
え
比
較
に
は
慎
重
を
要
す
る
『
太
平
御
覧
』
で
あ
る
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

の
祖
本
は
北
斉
の
勅
撰
類
書
『
修
文
殿
御
覧
』
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
鮮
紅
類
聚
』
の
藍
本
の
一
つ
で
も
あ
る
。
『
太
平
御
覧
』
に
有
す
る
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幅
淵
」
部
が
、
祖
本
た
る
『
修
文
殿
御
覧
』
に
備
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
く
、
『
藝
文
類
聚
』
編
纂
者
が
藍
本
『
修
文
殿
御
覧
』
に

「
淵
」
部
を
見
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
も
、
当
該
部
を
欠
く
こ
と
に
対
す
る
編
纂
者
の
意
図
の
在
り
か
を
考
え
さ
せ
る
。

　
更
に
、
こ
の
諜
字
を
避
け
る
た
め
の
部
立
て
の
不
設
定
は
、
太
祖
の
誰
「
虎
」
字
に
つ
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
虎
」
が
属
す

べ
き
動
物
に
関
す
る
部
立
て
と
し
て
、
『
三
文
類
聚
』
に
は
黒
藻
三
一
九
五
の
「
四
部
」
が
有
る
。
次
に
そ
の
細
目
を
挙
げ
る
。

　
　
！
馬
　
2
駒
験
　
　
（
以
上
巻
九
三
）

　
　
3
牛
　
4
騙
　
5
酪
駝
　
6
羊
　
7
狗
　
8
家
　
　
（
以
上
巻
九
四
）

　
　
9
象
1
0
犀
1
1
兜
1
2
駁
1
3
貌
1
4
熊
1
5
鹿
！
6
難
！
7
免
！
8
狐
1
9
援
2
0
騰
猴
2
1
果
然
2
2
獲
猛
2
3
紹
2
4
鼠
　
　
（
以
上
巻
九
五
）

　
こ
こ
に
「
虎
」
の
部
立
て
は
見
え
な
い
。
「
虎
」
は
、
『
説
文
解
字
』
虎
部
に
「
山
獣
男
君
（
山
獣
の
君
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
文

化
に
お
い
て
古
代
か
ら
獣
の
頂
点
に
君
臨
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
文
学
の
素
材
と
し
て
も
多
用
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
事
実
、
典

故
語
彙
検
索
書
や
百
科
辞
典
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
中
国
の
類
書
に
お
い
て
も
、
「
虎
」
の
部
立
て
は
、
ほ
ぼ
そ
の
全
て
に
備
え
ら
れ

る
。
そ
の
一
方
で
、
右
に
挙
げ
る
よ
う
に
『
諺
文
類
聚
』
の
獣
部
に
「
虎
」
が
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
類
書
の
部
立
て
設
定

に
お
い
て
避
諦
に
よ
る
黒
字
を
成
し
得
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
虎
」
字
を
「
武
」
字
に
改
め
る
例
を
前
節
所
掲
の
避

誰
箇
所
④
、
⑤
に
確
認
し
た
が
、
採
録
文
献
中
と
は
異
な
り
、
前
後
に
一
定
の
文
脈
を
持
た
な
い
部
立
て
名
と
し
て
は
、
「
武
」
で
は
動

物
と
し
て
の
「
虎
」
を
指
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
更
に
、
『
本
文
類
聚
』
巻
五
九
に
軍
事
に
関
す
る
部
立
て
と
し
て
「
武
部
」
が
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、
「
虎
部
」
を
「
武
部
」
と
表
記
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。
唐
代
の
改
「
虎
」
字
の
例
に
は
、
他
に
「
獣
」
、
「
豹
」
、

「
彪
」
、
「
龍
」
の
諸
字
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
動
物
と
し
て
の
概
念
を
維
持
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
指
示
す
る
の
は
、

あ
く
ま
で
も
「
虎
」
以
外
の
動
物
で
し
か
な
く
、
や
は
り
的
確
に
「
虎
」
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
虎
」
の
部
立
て
の
不
設
定
も
ま

た
、
か
く
の
ご
と
き
状
況
に
直
面
し
た
『
錯
文
類
聚
』
編
纂
者
に
よ
る
、
や
む
を
得
な
い
対
処
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
太
祖
の
諌
の
「
虎
」
字
に
関
し
て
は
、
部
立
て
設
定
に
際
し
て
そ
の
部
立
て
を
見
送
る
の
で
は
な
く
、
工
夫
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
対
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処
し
た
興
味
深
い
例
も
指
摘
で
き
る
。
次
に
、
巻
九
九
、
祥
瑞
部
に
立
て
ら
れ
た
「
駿
虞
」
門
の
魚
条
を
挙
げ
る
（
番
号
・
傍
線
等
は
引
用

者
〉
。

　
　
①
瑞
応
図
日
、
白
虎
者
、
仁
而
不
害
。
王
者
不
暴
虐
、
恩
難
行
葦
則
見
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
②
毛
詩
日
、
呼
嵯
乎
廟
園
．
義
獣
也
。
白
虎
黒
文
、
不
食
生
物
。
有
至
信
之
徳
、
響
応
之
而
来
。

　
　
　
※
『
詩
経
』
召
南
「
駿
虞
」
の
一
句
。
「
義
粛
粛
」
以
下
は
、
『
捻
文
類
聚
』
編
者
に
よ
る
毛
伝
の
引
用
。

　
　
③
河
図
括
地
象
日
、
令
砦
野
中
有
玉
虎
。
農
鳴
雷
声
。
聖
人
感
期
之
興
。

　
　
④
孝
経
援
神
契
日
、
徳
至
鳥
獣
、
白
虎
見
。

　
　
⑤
春
秋
演
孔
図
日
、
湯
地
七
十
。
内
懐
聖
明
、
白
虎
戯
朝
。

　
　
⑥
春
秋
元
命
包
日
、
尭
為
天
子
。
季
秋
下
旬
、
夢
白
虎
遺
吾
馬
唐
子
。
其
母
日
誌
始
。
升
高
丘
、
賭
白
虎
…
・
－
。

　
　
⑦
魏
略
日
、
文
帝
欲
受
禅
。
郡
国
上
言
、
白
虎
二
十
七
見
。

　
　
⑧
王
隠
晋
書
置
、
太
康
六
年
、
荊
州
送
両
足
虎
。
時
尚
書
郎
索
靖
、
議
称
半
虎
。
鳥
箒
王
鈴
為
文
日
、
般
般
白
虎
、
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
⑨
中
興
徴
祥
説
日
、
天
下
太
平
則
翻
書
見
。
醐
聾
者
魚
掛
也
。
状
如
白
虎
首
落
文
、
其
事
参
倍
。
昔
召
公
篤
行
陳
西
之
国
而

　
　
　
醐
幽
応
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
⑩
又
（
中
興
徴
祥
説
）
日
、
王
者
仁
而
不
害
、
則
白
虎
見
。
白
虎
状
如
虎
而
白
色
。
囎
則
風
興
、
疇
身
如
雲
、
而
無
雑
者
是
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
代
所
謂
白
虎
者
、
背
総
譜
虎
文
、
爾
雅
所
謂
彪
虎
者
也
。

　
　
⑪
〔
煩
〕
後
漢
察
琶
五
霊
頒
日
、
大
梁
乗
精
、
白
虎
用
生
。
思
叡
信
立
、
続
於
垣
堀
。

　
　
⑫
呉
薩
黒
門
日
、
娩
娩
白
虎
、
優
仁
是
崇
。
飢
不
侵
暴
、
困
前
門
容
。
敏
権
門
徳
、
榿
悌
之
風
。
聖
徳
極
盛
、
醐
幽
乃
彰
。

　
　
⑬
〔
賛
〕
晋
郭
撲
願
國
忌
日
、
怪
獣
二
軸
、
尾
参
於
身
。
矯
足
千
里
、
曇
霞
二
神
。
是
謂
［
鯛
塵
、
詩
歎
其
仁
。

　
駿
虞
と
は
、
右
の
条
文
②
、
毛
管
に
附
さ
れ
る
毛
伝
に
言
う
よ
う
に
、
白
虎
に
類
似
し
た
瑞
獣
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
驕
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虞
の
部
立
て
は
、
「
白
虎
」
に
含
ま
れ
る
式
敷
「
虎
」
を
避
け
る
べ
く
、
白
虎
に
代
え
て
部
立
て
名
に
採
用
さ
れ
た
と
思
し
い
。
翻
虞
自

体
、
『
詩
経
』
に
詠
わ
れ
る
瑞
獣
で
あ
り
、
も
と
よ
り
祥
瑞
部
の
一
項
目
と
し
て
独
立
さ
せ
る
に
堪
え
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
『
宋
書
』

巻
二
八
、
符
瑞
志
の
記
載
か
ら
は
、
む
し
ろ
瑞
雲
白
虎
に
附
さ
れ
る
程
度
の
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
該
志
「
白

虎
」
の
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
白
虎
、
王
者
不
暴
虐
、
則
白
虎
仁
、
不
害
物
。

　
　
　
漢
宣
帝
元
康
四
年
（
紀
元
前
六
二
）
、
南
郡
獲
白
虎
。

　
　
　
漢
章
帝
元
和
二
年
以
来
、
至
章
和
元
年
、
凡
三
年
、
白
虎
二
十
九
見
郡
国
。

　
　
　
　
　
　
…
（
中
略
）
…

　
　
　
晋
安
帝
隆
安
五
年
十
一
月
、
嚢
陽
言
鰯
騰
見
於
新
野
。

　
　
　
　
　
　
…
（
中
略
）
…

　
　
　
（
劉
宋
）
孝
武
孝
建
三
年
（
四
五
六
）
三
月
壬
子
、
白
虎
見
臨
川
西
豊
。

　
こ
こ
に
は
項
目
と
し
て
「
自
浄
」
を
立
て
た
上
で
、
ま
ず
冒
頭
に
そ
の
性
質
や
出
現
す
べ
き
状
況
を
説
明
し
、
続
け
て
漢
・
宣
帝
の
元

康
四
年
か
ら
劉
宋
・
下
訳
帝
の
孝
建
三
年
に
至
る
お
よ
そ
五
百
年
間
に
、
白
虎
が
出
現
し
た
記
録
を
列
挙
す
る
。
そ
の
中
に
一
条
で
は
あ

る
が
、
晋
・
安
置
の
隆
安
五
年
の
記
録
と
し
て
驕
虞
出
現
の
記
事
を
含
め
る
と
こ
ろ
に
、
編
者
が
白
虎
を
主
と
し
、
そ
の
類
似
の
瑞
獣
と

し
て
翻
虞
を
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
無
論
、
符
瑞
志
の
中
に
「
若
君
」
の
項
目
は
存
在
し
な
い
。

　
ま
た
、
右
に
全
条
を
引
い
た
『
包
文
類
聚
』
翻
虞
の
項
目
で
さ
え
も
、
「
駿
虞
」
を
含
む
条
文
は
②
、
⑨
、
⑫
、
⑬
の
四
条
に
限
ら
れ
、

そ
れ
以
外
は
ほ
ぼ
全
て
「
白
虎
」
の
記
事
で
あ
る
。
白
虎
の
書
斎
に
対
す
る
瑞
獣
と
し
て
の
優
位
性
、
認
知
度
の
高
さ
は
明
白
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
祥
瑞
部
に
「
駿
虞
」
を
立
て
た
の
は
、
や
は
り
「
白
虎
」
の
「
虎
」
字
の
雨
避
に
対
す
る
『
誓
文
類
聚
』
編
纂
者
の

方
便
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
現
行
の
『
薬
王
類
聚
』
テ
キ
ス
ト
で
、
駿
虞
の
項
目
中
に
多
数
見
え
る
「
白
虎
」
も
、
編
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纂
時
に
は
部
立
て
名
と
同
様
に
「
駿
序
し
に
改
め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
禁
忌
の
解
け
た
磐
代
、
出
版
に
際
し
て
追
改
さ
れ
た
も
の
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
校
訂
の
過
程
で
、
部
立
て
内
に
『
詩
経
』
を
始
め
と
し
た
本
来
的
に
「
翻
虞
」
の
記
事
で
あ
る
四
条
（
②
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
レ

⑫
⑬
）
を
収
め
て
い
た
こ
と
が
、
「
駿
虞
」
を
部
立
て
名
と
し
て
残
さ
せ
た
要
因
と
思
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
部
立
て
に
お
け
る
「
虎
」
字
の
静
置
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
巻
八
、
山
部
の
「
虎
丘
山
」
が
「
武
丘
山
」
と
処
理
さ
れ
た
例
を
確
認
し

た
。
同
様
に
近
似
音
で
も
っ
て
、
「
自
虎
」
部
を
「
自
武
」
部
等
に
改
め
れ
ば
、
こ
と
は
済
ん
だ
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
敢
え
て

「
翻
虞
」
部
と
作
っ
た
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
今
、
部
立
て
設
定
の
試
行
錯
誤
を
推
測
す
る
に
、
例
え
ば

「
白
武
」
で
あ
れ
ば
、
本
来
の
「
自
愛
」
と
と
も
に
四
獣
に
数
え
ら
れ
る
「
玄
武
竃
を
基
本
と
す
る
聖
獣
）
」
と
の
表
記
上
、
或
い
は
表
記

が
も
た
ら
す
イ
メ
ー
ジ
上
の
類
似
を
嫌
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
白
獣
」
す
な
わ
ち
白
い
獣
に
し
よ
う
に
も
、
祥
瑞
部
に
部
立
て
が
設

け
ら
れ
る
、
他
の
白
兎
や
白
狼
、
白
鹿
、
白
狐
も
「
白
獣
」
の
下
層
分
類
で
あ
り
、
分
類
の
階
層
に
論
理
的
一
貫
性
が
無
く
な
る
。
他
に

「
白
彪
」
と
す
る
こ
と
も
で
き
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
は
も
は
や
「
白
い
虎
」
で
は
な
く
「
白
い
彪
」
で
し
か
な
く
な
る
。
巻
八

に
お
け
る
「
虎
鳥
山
」
や
、
典
籍
の
『
白
虎
通
』
が
、
そ
の
呼
称
に
動
物
と
し
て
の
「
虎
」
の
概
念
を
必
要
と
せ
ず
、
「
略
書
山
」
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

『
白
武
通
蔭
書
経
籍
志
二
と
近
似
音
を
以
て
改
称
し
得
た
の
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で
吉
兆
を
示
す
「
動
物
」
と
し
て
の
、
生
き
物
の
概

念
を
明
確
に
保
持
で
き
る
代
用
語
と
そ
れ
に
よ
る
部
立
て
の
構
成
と
を
編
纂
者
は
模
索
し
、
工
夫
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

一ユ1一

　
　
　
　
　
　
四
　
そ
の
後
の
唐
代
類
書
に
つ
い
て

　
『
重
文
類
聚
』
以
外
の
代
表
的
な
唐
代
類
書
に
、
『
初
学
記
』
と
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
と
が
あ
る
。
実
は
、
こ
の
群
書
に
つ
い
て
も
、

前
節
ま
で
に
『
藝
文
類
聚
』
を
例
に
指
摘
し
た
こ
と
と
同
様
の
状
況
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
群
書
は
均
し
く
「
淵
」
の
部
立
て
を
持

た
な
い
し
、
ま
た
両
書
に
と
っ
て
新
た
に
避
諦
の
対
象
と
な
っ
た
三
代
皇
帝
高
宗
の
誰
「
治
」
を
避
け
、
『
右
文
類
聚
』
に
「
治
政
部
」

（
巻
五
二
、
五
三
）
と
作
る
部
立
て
を
、
「
政
理
部
」
（
『
初
学
聾
巻
二
＋
、
『
白
氏
六
帖
事
類
墓
巻
＋
二
）
と
作
る
。
同
義
語
を
用
い
た
代
替
に
よ



る
部
立
て
設
定
の
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
唯
一
、
目
立
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
『
藝
文
類
聚
』
及
び
『
初
学
記
』
に
は
共
に
立
て
ら
れ

な
い
「
虎
」
の
部
立
て
を
、
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
が
備
え
る
点
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
白
文
類
聚
』
同
様
、
『
初
学
記
』
が
玄
宗
に
よ
る
勅
撰
類
書
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
白
州
六
帖
事
類
集
』
が
、
白

居
易
の
手
に
な
る
私
撰
類
書
で
あ
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
文
書
に
公
私
の
別
が
あ
り
、
避
諦
の
対
応
に

も
公
私
に
よ
っ
て
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
従
来
の
良
能
学
に
お
い
て
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
白
氏
六

帖
事
類
集
』
に
つ
い
て
は
、
白
居
易
「
自
撰
墓
誌
」
（
『
文
苑
英
華
』
巻
九
四
五
）
に
「
事
類
集
要
三
十
部
合
一
千
一
百
三
十
門
」
と
あ
る
の

に
対
し
、
現
在
通
行
す
る
福
本
（
南
宋
紹
興
年
問
刊
本
）
に
は
一
三
六
七
門
を
備
え
、
実
に
二
三
七
門
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
事
実
、

及
び
愚
書
の
唐
諜
「
淵
」
、
「
治
」
に
対
す
る
避
譲
の
態
度
に
鑑
み
れ
ば
、
当
初
避
諜
の
た
め
存
在
し
な
か
っ
た
「
虎
」
部
を
、
後
人
が
増

補
し
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
五
　
ま
と
め

　
以
上
、
『
藝
文
類
聚
』
を
例
に
、
聖
代
の
類
書
編
纂
に
も
同
時
代
の
他
の
文
献
同
様
に
、
避
誰
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
、
部
立
て

の
選
定
、
設
定
に
も
避
諜
に
対
応
す
る
た
め
の
措
置
が
為
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
避
諦
に
よ
る
改
字
に
対
応
で
き
な
い
「
淵
」
や
「
虎
」

の
部
は
不
成
立
と
さ
れ
、
音
の
近
い
文
字
で
の
置
き
換
え
や
、
類
義
語
で
対
応
で
き
る
「
虎
丘
山
」
、
「
白
虎
」
の
両
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
武
丘
山
」
、
「
駿
虞
」
と
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
結
論
は
、
気
付
い
て
み
れ
ば
至
極
単
純
で
あ
り
、
取
る
に
足
ら
ぬ
些
末
な
こ
と
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
類
書
は
万
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

を
包
括
し
、
世
界
を
秩
序
立
っ
て
記
す
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
王
朝
建
国
や
政
権
獲
得
の
直
後
に
、
新
秩
序
及
び
文
治
の
確
立
と
い
っ

た
象
徴
的
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
勅
撰
さ
れ
た
所
以
で
も
あ
る
。
こ
の
た
め
類
書
か
ら
は
、
編
纂
当
時
、
或
い
は
再
編
集
が
為
さ
れ
た

場
合
に
は
そ
の
改
編
当
時
に
お
け
る
、
知
識
人
の
世
界
観
や
知
的
水
準
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
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ロ
　

既
に
参
考
と
す
べ
き
い
く
つ
か
の
考
究
が
為
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
各
類
書
に
固
有
の
「
創
作
箇
所
」
と
で
も
言
う
べ
き
部
立
て
の

構
成
を
読
み
解
く
に
当
た
っ
て
、
特
に
唐
事
類
書
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
点
を
指
摘
し
、
ま
た
同
時
に
こ
れ
ま
で
正
確
に
認
識
さ
れ
な
か
っ

た
類
書
編
纂
に
お
け
る
避
誰
意
識
、
お
よ
び
避
諦
に
伴
う
編
纂
作
業
の
具
体
的
様
態
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
樋
代
以
後
、
文
書
作
成
に
お
け
る
避
諜
の
主
要
手
段
は
、
文
字
を
改
め
る
「
改
字
」
か
ら
、
よ
り
簡
便
な
、
文
字
の
点
画

を
省
く
「
訣
筆
」
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
類
書
編
纂
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
唐
墨
類
書
が
改
字
を
避
読
の
手
段
と
し

た
の
に
対
し
、
宋
代
以
降
の
類
書
は
鉄
筆
を
そ
の
手
段
と
す
る
。
例
え
ば
、
『
太
平
御
覧
』
の
編
纂
に
お
い
て
も
、
避
諦
は
す
べ
て
鉄
筆

に
拠
っ
た
。
こ
の
事
々
手
段
の
変
遷
に
よ
っ
て
、
唐
車
類
書
編
纂
に
お
い
て
類
字
に
よ
る
避
諦
が
も
た
ら
し
て
い
た
問
題
は
、
以
後
克
服

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
は
や
改
字
に
よ
る
避
諜
に
対
応
で
き
な
い
た
め
生
じ
る
部
立
て
の
見
送
り
や
、
改
字
が
も
た
ら
す
部
立
て
名
の

変
更
等
の
現
象
は
、
現
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
稿
が
『
藝
文
類
聚
』
を
中
心
に
明
ら
か
に
し
た
一
連
の
現
象
は
、

あ
く
ま
で
『
夕
虹
類
聚
』
及
び
そ
の
後
の
唐
代
類
書
に
限
ら
れ
た
、
ご
く
狭
い
範
囲
内
の
問
題
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し

か
し
実
際
に
は
、
後
世
、
『
単
文
類
聚
』
に
与
え
ら
れ
た
高
い
評
価
の
た
め
に
、
該
書
に
施
さ
れ
た
改
葬
に
よ
る
部
立
て
構
成
上
の
措
置

は
、
唐
代
類
書
の
枠
を
超
え
て
、
遠
く
後
代
の
類
書
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
該
書
祥
瑞
部
「
駿
虞
」
が
、
本
来
「
白
虎
」

の
代
用
と
し
て
部
立
て
名
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
清
の
『
古
今
図
書
集
成
』
に
至
る
ま
で
、

そ
の
時
々
の
類
書
の
部
立
て
と
し
て
「
駿
虞
」
が
立
て
ら
れ
、
そ
こ
に
文
献
の
量
で
は
明
ら
か
に
多
数
を
占
め
る
「
自
虎
」
の
条
文
が
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

属
さ
れ
る
と
い
う
、
実
際
に
は
不
自
然
な
状
況
が
存
在
し
続
け
た
の
も
、
そ
の
影
響
の
一
例
で
あ
る
。

一13一

注

（
ユ
）

（
2
）

「
凡
文
字
上
不
得
直
書
当
代
君
子
或
所
尊
之
名
、
必
須
用
其
他
方
法
紺
碧
之
、
是
之
謂
避
誰
。
」
（
車
垣
『
史
諦
挙
例
』
序
　
上
海
書
店
、

八
年
）

避
諦
学
に
関
し
て
、
本
稿
で
は
主
に
以
下
に
挙
げ
る
五
つ
の
著
作
を
参
照
し
た
。
前
三
書
は
避
勤
学
の
体
系
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

一
九
二

後
二
書



43
））

（（65（
7
）

（
8
）

1110　9

は
避
誰
該
当
字
の
避
誰
例
を
収
集
す
る
。
な
お
、
避
誰
に
関
す
る
術
語
は
、
陳
垣
に
拠
っ
た
。

ア
　
陳
垣
『
史
諜
挙
例
』
前
掲
注
（
1
）

イ
　
萢
志
新
『
避
誹
学
』
（
台
湾
学
生
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）

ウ
王
新
華
『
避
誰
研
究
』
（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
七
年
）

エ
　
（
清
）
周
広
業
『
経
史
避
名
彙
考
傭
（
台
北
明
文
書
局
影
印
国
璽
抄
本
、
一
九
八
六
年
目

オ
　
王
彦
坤
『
歴
代
避
誰
字
匪
典
』
（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）

　
鉄
筆
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
先
行
研
究
は
い
ず
れ
も
一
致
す
る
。
前
皇
帝
、
太
宗
の
緯
「
世
民
」
の
二
字
が
い
ず
れ
も
使
用
頻
度
の
極
め
て
高

い
字
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
文
脈
に
影
響
を
与
え
な
い
、
よ
り
簡
便
な
訣
筆
と
い
う
避
緯
の
手
段
を
創
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
訣
筆
の
発

案
以
後
も
改
字
に
よ
る
避
誰
は
鉄
筆
と
と
も
に
依
然
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

書
名
の
表
記
は
「
芸
（
本
来
は
ウ
ン
）
」
を
用
い
ず
、
『
藝
文
類
聚
』
と
す
る
。

注
露
礁
校
『
雷
文
類
聚
』
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）
。
な
お
、
『
訳
文
類
聚
』
の
版
本
に
つ
い
て
は
山
道
静
『
中
國
古
代
的
類
書
』
（
中
華
書
局
、

一
九
八
二
年
）
に
詳
し
い
。

勝
村
哲
也
「
修
文
殿
御
覧
天
盛
の
復
元
し
（
『
中
国
の
科
学
と
科
学
者
』
所
収
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
八
年
）

宋
版
刊
刻
時
の
校
勘
に
一
定
水
準
以
上
の
教
養
が
求
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
張
麗
婿
・
程
有
慶
著
「
宋
本
巻
」
（
任

継
愈
主
編
『
中
国
版
本
文
化
叢
書
』
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
南
野
帰
興
年
間
（
＋
一
笹
紀
中
葉
）
の
歯
軸
肥
州
地
区
（
今

の
漸
江
省
建
徳
市
）
は
、
地
方
政
府
お
よ
び
民
意
に
よ
る
出
版
の
一
拠
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
該
地
が
相
応
の
入
的
資
源
を
有
し
て
い

た
と
推
察
さ
れ
る
。

唐
の
医
心
制
度
は
複
雑
に
変
遷
し
、
避
諜
の
対
象
と
な
る
男
主
の
数
も
代
を
追
っ
て
変
化
す
る
。
こ
の
こ
と
は
戸
崎
哲
彦
「
唐
代
に
お
け
る
太
廟

制
度
の
変
遷
」
（
『
彦
根
論
叢
』
第
二
六
二
・
二
六
三
号
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
、
一
九
八
九
年
）
に
詳
し
い
。

現
在
の
と
こ
ろ
「
淵
」
十
六
例
、
「
煕
」
一
一
例
、
「
虎
」
三
例
、
「
晒
」
一
例
を
確
認
し
て
い
る
が
、
更
な
る
検
出
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
圧

紹
櫨
の
校
注
に
も
言
及
は
な
く
、
『
下
文
類
聚
』
の
テ
キ
ス
ト
利
用
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
点
と
も
書
え
る
。

万
暦
十
五
年
丁
亥
（
一
五
八
七
）
刊
、
王
元
貞
校
本
。

こ
れ
ら
諸
類
書
の
書
承
関
係
に
つ
い
て
は
、
勝
村
哲
也
氏
の
論
文
（
前
掲
注
5
）
に
詳
し
い
。

な
お
、
条
文
中
の
波
線
を
附
し
た
五
か
所
（
②
⑨
⑩
に
憂
え
る
）
は
、
文
脈
上
「
驕
虞
」
へ
の
改
変
が
不
可
能
と
判
断
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
条
文
②
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（
1
2
）

（
！
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
あ

「
毛
付
田
、
肝
嵯
乎
駿
虞
。
義
獣
也
。
白
虎
黒
文
、
不
食
生
物
…
…
（
葺
草
に
田
は
く
、
呼
嵯
乎
駿
虞
。
陰
獣
な
り
。
白
虎
に
し
て
黒
文
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
物
を
食
は
ず
・
…
：
ご
に
お
け
る
「
白
虎
」
を
「
駿
虞
」
に
改
め
て
は
、
「
…
…
翻
虞
。
屠
獣
也
。
驕
長
病
文
…
…
」
と
同
語
反
復
と
な
り
、
詩

中
の
「
駿
虞
」
に
対
す
る
毛
伝
は
、
意
味
を
成
さ
な
く
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
虎
」
字
の
み
を
発
音
の
近
い
「
武
」
字
に
変
更
す
る
等
の

処
置
に
止
め
る
は
か
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
驕
虞
」
と
し
て
文
献
を
採
録
す
る
に
は
不
都
合
な
た
め
不
要
に
も
思
え
る

が
、
例
え
ば
②
の
条
文
に
見
え
る
詳
伝
を
入
れ
る
こ
と
で
、
獣
の
「
虎
」
と
し
て
の
概
念
を
失
っ
た
「
白
武
」
と
い
う
表
現
で
あ
っ
て
も
、
読
む

者
に
そ
れ
が
本
来
「
白
虎
」
で
あ
ろ
う
と
類
推
さ
せ
う
る
限
り
に
お
い
て
、
「
芝
煮
」
な
る
瑞
獣
が
「
白
虎
」
に
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
注
解
す

る
意
図
も
あ
っ
て
採
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
「
武
丘
山
」
に
つ
い
て
、
そ
の
山
の
名
の
由
来
こ
そ
呉
王
土
盧
の
墳
墓
に
現
れ
た
「
虎
」
で
あ
る
も
の
の
、
固
有
の
慮
を
指
し
示
す
の
に
、

動
物
と
し
て
の
「
虎
」
の
概
念
は
弁
別
的
に
は
働
か
な
い
こ
と
が
、
「
虎
」
と
近
似
の
音
を
持
つ
「
武
」
へ
の
二
字
を
も
っ
て
山
の
名
を
改
称
す

る
こ
と
と
、
そ
れ
に
よ
る
部
立
て
の
設
定
を
可
能
に
し
た
と
言
え
る
。

初
唐
期
の
「
類
書
』
は
、
皇
帝
が
治
政
の
参
考
に
群
書
を
要
覧
す
る
た
め
の
書
と
し
て
の
性
質
を
主
と
す
る
。
拙
稿
「
唐
創
業
期
の
『
類
書
』
概

念
…
『
藝
文
類
聚
』
と
『
群
書
治
要
』
を
手
が
か
り
と
し
て
一
」
（
『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
五
号
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

特
に
そ
の
方
法
論
に
お
い
て
、
柳
絹
順
子
「
『
白
氏
六
帖
』
忌
門
考
」
（
『
広
島
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
新
輯
第
三
号
、
一
九
九
七
年
）

に
は
大
い
に
啓
発
さ
れ
た
。

「
駒
虞
」
の
部
立
て
と
そ
の
地
位
を
継
承
す
る
も
の
に
、
以
下
の
諸
類
書
が
あ
る
。

　
宋
・
謝
維
新
撰
『
古
今
合
壁
事
類
備
要
』
別
集
巻
六
二
、
「
駿
虞
竜
虎
」

　
明
・
愈
安
期
撰
『
唐
類
函
』
巻
一
九
四
、
「
翻
虞
』
（
※
白
虎
の
記
事
を
含
む
。
）

　
明
・
陳
耀
文
撰
『
天
中
記
』
巻
六
十
、
「
駿
虞
」
（
※
白
虎
の
記
事
を
含
む
。
）

　
清
・
康
煕
帝
勅
撰
『
淵
鑑
類
函
』
巻
四
二
九
、
獣
部
「
驕
楽
し
（
※
白
虎
の
記
事
を
含
む
。
）

　
清
・
陳
夢
雷
撰
『
古
今
図
書
集
成
』
野
虫
典
、
巻
五
八
、
翻
虞
部
（
※
白
虎
の
記
事
を
含
む
。
）
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